
中野中学校評価評定の方法について

学校では学習を通して皆さんに次のような力をつけようとしています。

・知識や技能を身につけようとする力
・学ぶことへのやる気・意欲
・自分で考える力
・自分で判断する力
・自分を表現する力
・問題を解決し自分で道を切り開いていく力

成績も単にテストの結果や知識の量のみではなく、この力をはかることを目的としてい
ますが、通知票の付け方をもとに具体的な成績算出の方法について説明します。

１、成績算出の具体的な流れ（英語の一般的な例を参考にしています）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの 表現の能力 理解の能力 言語や文化に対
関心意欲態度 する知識・理解/ /

・授業中の観察 ・発表時の内容 ・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰﾃｽﾄ ・単語テスト
・ノートやワー ・授業中の観察 ・ﾘｽﾆﾝｸﾞﾃｽﾄ ・単元テスト
クのまとめ方 ・提出作文の内容 ・単元テスト ・調べ発表

・自己評価 ・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰﾃｽﾄ 等 等評価資料収集①
・発表時の評価 ・単元評価テスト

等 等
中間・期末テス

中間・期末テスト 中間・期末テス ト
ト

ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ ＡＢＣ各観点の評価②

（５４３２１）評定への総括③

①、評価資料収集
各観点ごとに評価資料を収集します。これは定期テスト以外に授業中の発表や作品、
授業態度等様々な場面で評価します。

②、各観点の評価
それぞれの観点ごとの資料を総合的に判断してして
十分満足できると判断されるもののうち特に程度の高いもの→ 
十分満足できると判断されるもの → Ａ
おおむね満足できると判断されるもの → Ｂ
努力を要すると判断されるもの → 
いっそう努力を要すると判断されるもの → Ｃ



③、評定への総括
観点別評価をそれぞれ とし→４点 Ａ→３点 Ｂ→２点 →１点 Ｃ→０点
次の表に当てはめ評定の５段階を出します （国語以外の教科は４観点、国語のみ５観。
点となりますので表の数値が変わってきます。またこの方法は神奈川県全体で統一され
ています）

＜ 社会・数学・理科・英語・音楽 ＜国語＞
・美術・技術家庭・保健体育＞

観点別評価の合計 ５段階評定 観点別評価の合計 ５段階評定
１６～１４点 ５ ２０～１７点 ５
１３～１０点 ４ １６～１３点 ４
９～７点 ３ １２～８点 ３
６～４点 ２ ７～４点 ２
３～０点 １ ３～０点 １

次のような生徒の英語の成績は＜計算例＞
コミュニケーションへの関心・意欲・態度  →４点
表現の能力 Ａ →３点 合計１３点→評定４
理解の能力 Ｂ →２点
言語や文化に対する知識・理解  →４点

以上の説明のように各観点別評価が重要になってきます。通知票を受け取ったときに５
段階評定の部分だけでなく各観点ごとの Ａ Ｂ  Ｃに目を向けることが成績向上につ
ながると思います。

２、各観点の内容と求められる力
各観点の設定は各教科ごとに違いますがおおむね次の４つを規準しています。

①，関心・意欲・態度
学ぶことへのやる気・意欲
・ これは単に提出物をきちんと出すとか発言回数が多いとかを評価するのでは

、 、 、なく 英語で話すことへの積極性とか 体育では体を動かすことへの意欲とか
学習への前向きな姿勢を評価します。

②，思考・判断
自分で判断する力、自分で考える力
・ 教科書や参考書に書いてある知識のみではなく、それを応用する力や解決す
る力を求めています。いろいろな統計資料からその国の人々の暮らしぶりを想
像したり、作ったラジオが鳴らなかったらどこが悪いのか自分で研究したりす
ることができるのがこの力です。

③，技能・表現
自分を表現する力
・ いろいろな知識や技能を応用しそれを一つにまとめ、人とは違う自分なりの
表現をするのがこの力です。いろいろな教科の発表や作品にこの力が発揮され
ます。各教科共に一番総合力が問われる力です。

④，知識・理解
基礎力や知識を身につける基礎基本部分
・ 基礎基本部分をおろそかにしていると表現力や判断力、発展的な力はつきま
せん。今まで通り漢字や文法、ゲームのルール、記号の意味、公式などをしっ
かり学習して確かな力をつけなければいけません。


